
                                                            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    日本語・学習支援の派遣校 

      学校生活に必要な日本語や、学習理解に必要な学習用語の向上を目指し支援しています。 

小学校 

18校 

南の星 芳川 芳川北 河輪 佐鳴台 新津 竜禅寺 浅間 双葉 曳馬 

上島 相生 船越 砂丘 白脇 広沢 萩丘 泉 

中学校 

9校 
江南 南部 東陽 南陽 佐鳴台 高台 北部 八幡 西部 

対象児童生徒 176名 支援時間 2,370時間 
 

    初期適応 

      20校 ３３名の児童生徒 
 
    母国語教室 

      母国語の読み書きや母国の文化に触れる活動を通して母国語によるコミュニケー 

ション力の向上を目指します。 
 

教室名 場  所 通級人数 

ポルトガル語 市民協働センターまたはクリエート浜松 205名 

ベトナム語 三方原協働センター 40名 

スペイン語 なゆた・浜北 31名 

平成 25年度 日本語・学習支援と初期適応・母国語支援 

本年度より浜松市の外国人児童生徒に対する日本語・学習支援が、エリア別に３つの NPO に委託されることに

なり、TOMO2は「中・南エリア」を受け持つことになりました。 

新体制と事務局移転 

  
浜松外国人子ども教育支援協会理事長 須藤 京子 
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厳しい暑さの夏とともに長い休暇も終わり、二学期が始まりました。久しぶりに会う子どもたちはいかがでしょうか。

子どもたちの中には、新しい顔も増えています。 

 今年度から始まった派遣型の指導体制のもと、子どもたちにはより細やかな対応がなされていると感じておりま

す。外国につながる子どもたちもやがて成長し、私たちと共に地域社会の中で暮らすようになります。日本語支援と

母国の文化の継承は、彼らの自己肯定感を醸成するために欠かせないものではないでしょうか。先日、ベトナム語

教室で中秋のお祭りを見せていただきましたが、民族衣装を着けて踊りを披露する子どもたちとそれを見守る大人た

ちの表情には、懐かしさや晴れやかさ、そして喜びが感じられました。これからも指導員の皆さまの温かい支援とご

指導をよろしくお願いいたします。 

 さて、これまで元城小学校に置かせていただいた TOMO2 の事務局ですが、新年度から元城小学校の児童数の増

加が予想され、空き教室の使用を継続することが困難となりました。そこで、浜松市教育委員会と砂丘小学校のご好

意により、事務局を砂丘小学校に移すこととなりました。すでに移転のための準備は始めておりますが、正式には砂

丘小学校での事務局機能は 2014 年 1 月から稼働いたします。皆さまには長く慣れ親しんだ場所からの移転となり、

ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解をいただきますようよろしくお願い申し上げます。 

事務局 

スペイン語教室 



 

 

広報担当：小島、萩原、吉野 

平成 25 年 7 月 22 日（月） 全体ミーティング終了後、今まで各国の文化
紹介をしてくださったバイリンガルの先生方へのお礼の意味を込めて「日本
文化紹介」を行いました。日本の先生たちの手料理を楽しみながら、和やか
な交流の時間を過ごしました。 

日本文化紹介 

【主なメニュー】  夏野菜の焼き浸し おはぎ つくね 山菜おこわ ひじきの煮つけ おぐらケーキ  

きんぴらごぼう 手羽先 ぶたしそずし いなりずし etc... 

      つくね だしまき卵 

FOCUS BRASIL JAPAO 2013 表彰 総会・講演会 平成 25年 5月 18日（土） 

当協会では、皆様より寄付を募っております。  

さらに充実した活動を実現させていくために、皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。 

一口  ： 3,000円 （何口でも結構です）  

振込先 ： 浜松信用金庫 本店営業部 普 0887151  NPO法人浜松外国人子ども教育支援協会 

 7月 12日、地域情報センターで開催された“フォーカス

ブラジル 2013”において、在日ブラジル人コミュニティー

に対する支援・協力に対して当ＮＰＯ法人が表彰されま

した。表彰式には、須藤理事長、伊藤副理事長、田村エ

リザベスさん、中岡アンジェラさんが出席し、記念の盾を

いただきました。 

“フォーカスブラジル”は、2006 年にアメリカで結成され、

ブラジルの国際的な存在感をたたえ、海外に住むブラジ

ル人コミュニティーの様々な 

トピックを議論するイベントで 

す。2011年にはロンドンと東 

京に拡大され、2013年初め 

て浜松市で開催されました。 

場所 ： Uホール 

講師 ： 教育相談支援センター相談員 権藤 梨香 氏 

演題 ： 「ブラジルに帰国した子どもたちの現状」 
 

総会において、昨年度事業・会計報告、今年度事業計

画・予算、新役員などが承認されました。 

議事終了後には浜松市教育委員会教育相談支援セン

ターの権藤梨香氏をお招きして、リーマンショックと東日

本大震災の後にブラジルに帰国した子どもたちが、その

後どうしているか、についてお話していただきました。 

ポルトガル語ができないことで言葉の壁が続き、帰国

後の生活に適応できずに様々な問題を抱えている子ども

が多いと聞いて大変胸が痛みました。困難の中でも何と

かたくましく成長してほしいと願うばかりです。 

    寄付をお願いします！ 

“フォーカスブラジル2013”

の写真コンクール小学生部

門で、母国語支援教室に通

う葵西小学校６年生タジャ・

イソベ・ガブリエルさんが３位

に入賞し表彰されました。 

 

今回のバザーでは、 57,100 円もの売り上げがありま

した。皆さまのご協力、ありがとうございました。 

なお、売上金は教材制作の材料などの 

購入にあてさせていただきます。 

 日本の家庭料理
や創作和風料理
もいただきました
が、おいしかった
です！ 
 

バザー 平成 25年 7月 22日（月） ポルトガル語教室の６年生、写真コンクール入賞 


